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病院 総費用（建築費） 住民からの寄付 補足 土地
旭川　(大12） １８万円 １１万円 ２万１５００人からの寄付 市が半分寄付、半分低価格
秋田　（大3） １３万５千円 多くを寄付で賄う 知事が裸踊り 無料で借り受け
水戸　（大12） 千円以上の寄付者１５８名 官有地低価格




長岡　（昭6） 財団法人長岡病院＋4万円寄付 県市から90億円の補助 市から寄付
富山　（明40） 21万円 12万３千円　住民寄付 県市から7万２千円補助
長野　（明37） ７万5711円 1万８千円篤志家寄付 市　2万２５００円　寄付
諏訪　（大12） （維持費）4万２千円 2万円　民間寄付 郡から2万２千円　寄付
静岡　（昭8） 60万円 多くの寄付金 知事が主導 県有地借用（県庁隣接）
名古屋第1（昭12） 30万円 市内から寄付　32万円 支部長が募金主導 市から寄付
伊勢　（明37） 4万8千円 2万４千円　町民から寄付
大阪　（明42） ４６万円 １５万７千円　関西の企業　篤志家 府から低額払い下げ






























































































































































































































































































日赤 済生会 厚生連 全国
病院数 92 79 111 8,553
病床数 37,239 22,406 34,971 1,575,990
































































































































































































































































































幼稚園 保育所 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校
84,568人
（5.3%）
53,460人
（2.5%）
1,754,173人
（25.9%）
929,080人
（26.0%）
237,604人
（ 7.1%）
6,491人
（ 5.0%）
青少年赤十字の現状
（平成25年3月31日現在）
21
Ｓ１４
図 14
赤十字社としての協働・総合力
安心できる医療システム
急性期・地域包括・回復期・療養 在宅支援
安心できる介護システム
地域ボランティアの養成 （介護・防災・支援）
支部と病院が協力して地域づくり
Ｓ１５
図 15
赤十字病院は
地域造りの中心メンバーとしての役割を期
待されている。
これからは
地域包括ケアを推進する中核病院が必要
『地域に支えられて創立』
『地域から信頼されている』
『地域の中心となる』
『地域を支える』
Ｓ１６
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